
































































































































































広瀬憲三編著 『関西復権の道―アジアとの共生を梃子として』 （関西学院大学産研叢書 43） 中央経済社 2020
の 3点を挙げることにしたい。
1）多面的なアプローチによる分析
本書の最大の魅力は、様々な分析アプローチに
基づいて重層的な考察がなされているという点で
ある。具体的には、計量分析による考察（1章、4
章、5章）、統計分析による考察（3章）、アンケー
ト調査による考察（3章）、ヒアリング調査による
考察（6章）、長期的俯瞰による考察（2章、7章）
である。経済現象は多面的かつ多彩であり、様々
な諸現象を単一の手法、アプローチのみを用いて
分析を行った場合、ともすれば狭隘な知見を得る
ことに陥りかねない。計量分析はデータに基づく
客観的な検証が可能であるものの、結果の背後に
存在する歴史、社会、風土、慣習といった側面に
まで考察を深めることが困難となる。アンケート
調査やヒアリング調査は、分析対象の属性や行動
指針をストレートに把握できるという利点はある
ものの、標本抽出の偏りという固有の問題点があ
ることも否めない。社会科学の諸領域において研
究の細分化が進んでいる現在、単一のアプローチ
が逢着する問題、限界については厳に戒めるべき
点である。本書はこうした点を十分に熟慮した上
で、多面体としての関西経済を、多面的なアプロー
チによって、実に生き生きと活写している。本書
を一読し、読者の多くは“大阪梅田の夕暮れ時の
デパ地下における雑多な賑わい”、“海と山が見事
に調和された神戸港特有の美しさと落ち着き”、
“東京にはない関西居住空間特有の安らぎ”とい
う、様々な関西の相貌を思い描くはずである。こ
の魅力はまさに多面的なアプローチの所産に他な
らない。
2）バランスの取れた現状認識
変化する経済現象を論じる場合、ともすればそ
の評価は一面的、一方的なものとなる可能性があ
る。関西経済の地盤沈下が言われて久しい。消費、
投資、労働、行政など問題点は実に多くその根も
深い。しかしこうした多くの課題は、ともすれば
悲観的、消極的な論調のみに陥るきらいがある。
関西経済は関東や中部圏と比べ、魅力的かつ付加
価値の高い産業を創り出せていない、この傾向は
少子高齢化という日本全体の趨勢によってさらに
拍車がかかるのではないか、という類である。翻っ
て本書を一読した際、こうした悲観論一辺倒のス
タンスとは一味違った趣を感じることが出来るの
である。勿論現下の関西経済には楽観的、近視眼
的なムードが漂っている側面もあることも見逃し
ていない（インバウンド需要の急速な増加や東京
後追い型のスタンスなど）。こうしたバランスの
とれた複眼的な情勢判断と評価こそが、今後の関
西経済を展望する上で極めて重要であり、そこに
本書の今一つの魅力があると思われる。
3）関西経済をアジア圏に位置づけるという視点
第 3の魅力は、関西の立ち位置を、関東や中部
との相対的な位置づけから、「アジア圏の有望な
経済圏の一つ」という位置づけへとシフトしてい
くという重要性を示唆している点である。編者が
はしがきにおいて的確に述べているように、成長
を続けるアジアに注目し、アジアとの共生を梃子
としてどのように成長できるのか、またそのため
に何が必要か、という視点こそが求められている
のである。東京追随型の経済構造の模索、東京追
随型の経済プロジェクトへの疾走の先には、魅力
的かつ強靭な関西経済の姿は見えにくい。アジア
圏の中で、関西経済を位置づけるという本書の骨
太の指針こそが、関西復権の鍵となるはずである。
おわりに
これまでに紹介してきたように、本書は関西経
済の過去、現在、将来を展望する上で極めて魅力
的かつ野心的な作品である。本書の貢献において
も指摘したように、関西経済をアジア圏に位置づ
けるという視点こそが、関西経済の復権を構想す
る上で鍵となる点を再度強調したい（評者が在籍
しているアジア経済研究所（APIR）における研究
方針もまさにこの点にある）。それゆえ今後この
視点に基づく考察、分析のより一層の深化、蓄積
が望まれるところである。関西はモノ、人、資本
において、アジアとどのように関わっていくべき
なのか、その施策は何かという点について、本書
で提示されたトピックの更なる考察が可能となる
はずである。具体的には、中国を核とするグロー
バル・バリューチェーン（GVC）における関西製
造業の新たな位置づけの設計、財消費のみならず、
医療サービスや留学生サービスも視野に入れたよ
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り広い領域での関西からのサービス輸出の促進、
アジア圏における国際的な医療支援、環境保全政
策の核としての関西の位置づけなど、トピックス
は様々である。実に魅力的な本書の続編が刊行さ
れることを願っているのは、評者だけではないは
ずである。
